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福村市長が
「一日人権擁護委員」に

　熊本地方法務局山鹿支局（橋本哲郎支局長）と山鹿人
権擁護委員協議会（岩崎義郎会長）から、福村市長が「一
日人権擁護委員」に委嘱され、街頭キャンペーンを行い
ました。
　12月４日から 10日にかけての「人権週間」の取り
組みの一環として行われたもので、福村市長と同協議会
のメンバー 14人は、市内のスーパー２カ所に分かれて、
買い物客にチラシなどの啓発物品を配りながらPR活動
を行いました。

12/2
（火）

熊本県社交飲食業生活衛生同業組合菊池支部が
菊池市防犯協会へ刺又50本を寄贈

　熊本県社交飲食業生活衛生同業組合菊池支部（江藤　隆支部
長）が「地域の安全のために使ってください」と、刺又（さす
また）50本を菊池市防犯協会へ寄贈しました。菊池警察署であっ
た寄贈式には関係者など約 30人が出席し、江藤支部長が「安全・
安心のためになればと思います」と目録を手渡し、福村市長が「最
近は色々な事件が起きています。学校などの防犯に役立てます」
とお礼を述べました。
　刺又は長さ 1.8m・重さ 1.5kg で、同組合の依頼を受け、県
立玉名工業高校の３年生が授業の一環として制作したものです。

市販のも
のより軽
く、価格
も通常１本 20,000 円程度するものが材料代のみの 2,200 円
と安価で、好評を得ているものです。
　寄贈された刺又は、刃物などを持った不審者を取り押さえ
る際の道具として、菊池市内の公立の幼稚園・保育園、小・
中学校に配備されます。
　寄贈、ありがとうございました。

12/4
（木）

スーパー前でPR活動をする福村市長（右）

目録を手渡す江藤支部長（左）

　泗水中学校（二殿一身校長）で、福岡ソフトバンクホークスの馬原孝浩
投手の講演会が開催されました。この講演会は、同校の「夢はぐくみプロ
ジェクト」の一環で、馬原投手が二殿校長の教え子だったことから実現し
たものです。
　～夢に向かって～と題し行われた講演会で馬原投手は、「『練習は嘘をつ
かない。努力は裏切らない』という、小学校時代に二殿校長から送られた
言葉を胸に、人の何倍も練習をし続けています。どのような夢であっても、
それを追い続けることが大切です」などと、自身の経験談を話し、最後に
「礼儀・継続・感謝の気持ちを持った大人になってほしい」と生徒たちにメッ
セージを残しました。
　馬原投手の話に、生徒たちは真剣に聞き入り、その後はたくさんの質問
がでていました。

ポイント①
●若年者納付猶予制度→本人と配偶者の所得を審査
●学生納付特例制度→本人の所得のみで審査
　一般の保険料免除（全額免除・半額免除）の場合は、世
帯主の所得も含めて保険料免除の対象となるか判定します
が、若年者納付猶予は本人と配偶者の所得のみ、学生納付
特例は本人の所得のみで判定することになります。
　そのため、世帯主の所得が高く、保険料免除の対象とな
らない 20歳代の人でも、若年者納付猶予の対象となる場
合があり、学生の人は本人の所得がない場合は　学生納付
特例の対象となります。
※学生の人は、学生納付特例制度のみ利用いただけます。
ポイント②
●障害・遺族基礎年金を受け取ることができます。
　納付猶予や納付特例期間中にケガや病気で障害や死亡と
いった不慮の事態が発生した場合、障害の状態に応じて障
害基礎年金が、遺族（妻と子）の人は遺族基礎年金を受け

ることができます。
※障害や死亡といった事故が発生するまでの国民年金の加
入期間の２/３以上の期間について、保険料を納付、免
除または猶予されていること、もしくは事故の直前の 1
年間に保険料の未納がないことが必要です。
猶予期間などの年金はどうなるの？
○若年者納付猶予・学生納付特例を受けた期間は、将来受
ける年金の受給資格期間に算入されますが、年金額には
反映されません。
○そこで、これらの期間の保険料は、10年以内であれば
後で古い期間から順に納付していただけるようになって
います（追納）。
○追納する場合の保険料額は、猶予等を受けた年度から起
算して、３年目以降に保険料を追納する場合には、承認
を受けた期間の保険料額に経過期間に応じた加算額が上
乗せされます。

　若年者納付猶予制度と学生納付特例制度は、他の年齢層に比べ所得が少ない若年層（20歳代で学生以外）の人が、将来、
年金を受け取ることができなくなることや、不慮の事故などにより障害が残ってしまった場合に、障害基礎年金を受ける
ことが出来なくなることなどを防止するため、本人の申請により保険料の納付が猶予される制度のことです。
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若年者納付猶予制度・学生納付特例制度とは？

福岡ソフトバンクホークスの馬原孝浩投手が泗水中学校で講演会12/12（金）

使い方の実践をする署員

泗水中学校であった、馬原投手の講演会

12｜広報きくち｜2009 JANUARY広報きくち｜2009 JANUARY｜13


